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（METs）を推計した。楽しさはPhysical Activity Enjoyment Scale（PACES）日本語版で評価した。 
 結果、運動強度には組み合わせによる有意差が認められた。心拍数では、低技量者との対戦（120.3±15.2 
beats/min (BPM)）が高技量者との対戦（124.8±16.2 BPM）より有意に低く、加速度では、高技量者と
組んだ低技量者との対戦（130.3±28.7 mG; 5.1 METs相当）は、低技量者と組んだ低技量者との対戦（138.1
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修正）、自己効力感はPhysical Self-Efficacy Scale日本語版第一因子（一部修正）、社会的つながりはLubben 













動はGlobal Physical Activity Questionnaire日本語版で測定し、仕事中、移動中、余暇時間中の身体活動
は実施の有無で、ショートテニス活動と座位行動は中央値以下と中央値超で 2値変数変換した。心肺フィ
ットネス水準については主観的歩行速度を代替指標とした。 
 潜在クラス分析の結果、共変量ありの４クラスモデルが採択され、対象者は「余暇型」「仕事型」「低
活動型」「高活動型」に区分された（構成比5:2:2:1）。「余暇型」「仕事型」「高活動型」はショートテ
ニス活動量の多寡にかかわらず十分な身体活動量を確保しているが、「低活動型」は長時間の座位行動率
が高く、ショートテニスを実施しなければ身体活動不足に陥ると考えられるセグメントであった。セグメ
ント間でショートテニスの継続期間に差は認められなかった。 
【まとめ】 
 ショートテニスのダブルスゲームの運動強度は中等度であること、対戦相手とパートナーの技量の組み
合せを変えることで運動強度の漸増が可能であること、運動強度を優先して組み合せを決めても楽しさは
犠牲にならないことが示された（研究Ⅰ）。中高齢者のショートテニス定期実施者では、プレー環境がQOL
に直接影響を及ぼし、かつ自己効力感と社会的つながりを介して間接影響を及ぼすことが示された。この
構造は年齢と性によって差が認められ、年齢と性の違いを考慮したプレー環境の整備の重要性が示唆され
た（研究Ⅱ）。中高齢のショートテニス定期実施者の日常の活動パターンは「余暇型」「仕事型」「低活
動型」「高活動型」に区分された。「低活動型」以外は十分な身体活動量を確保できているが、「低活動
型」はショートテニスの実施なしでは身体活動不足に陥ることが懸念され、健康リスク回避のため、座位
行動時間の減少の必要性が示唆された（研究Ⅲ）。 
